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「
大
手
百
貨
店
」
を
か
た
る

詐
欺
電
話
に
注
意
！

　大
手
百
貨
店
の
店
員
を
か
た
る
犯
人
か
ら
被
害

者
の
自
宅
に
電
話
が
あ
り
、

　な
ど
と
言
わ
れ
て
、
被
害
者
宅
を
訪
問
し
た
犯

人
に
暗
証
番
号
を
聞
き
出
さ
れ
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
や
通
帳
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る
詐
欺
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

●
百
貨
店
・
家
電
量
販
店
従
業
員
、
銀
行
職
員
、

警
察
官
、
市
役
所
職
員
な
ど
を
か
た
る
よ
う
な

内
容
の
電
話
は
す
ぐ
に
切
っ
て
、
電
話
が
あ
っ

た
こ
と
を
す
ぐ
に
警
察
へ
通
報
！

●
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
通
帳
は
絶
対
に
渡
さ
な
い
！

●
自
宅
の
電
話
を
防
犯
機
能
付
き
電
話
に
交
換
し

た
り
、
い
つ
も
留
守
番
電
話
に
設
定
す
る
の
も

対
策
の
一
つ
！

※
詳
し
く
は
広
島
県
警
察
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

廿日市市の谷平なごみちゃん（６）〔右から〕、
ほたるちゃん（８）、凪君（５）〔左端〕きょうだ
いと舛岡美桜ちゃん（７）〔左から2番目〕はい
とこ同士。休みの日は公園で元気よく遊びま
す。４人ともスイミングに通っていて、背泳ぎ
やクロールに挑戦中です。

表紙写真紹介

なぎ

み  はる

き
ら
り

府
中
市
上
下
町福

永 

保
登 

さ
ん 

(82)

や
す
　
と

　
損
害
評
価
会
の
支
所
委
員
等
を
15
年

し
て
い
ま
す
。
被
害
の
評
価
を
す
る
か

ら
に
は
、
集
中
し
て
一
生
懸
命
行
う
よ

う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
昔
か
ら
陶
芸
が
趣
味
で
、
食
器
や
タ

ヌ
キ
の
置
き
物
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
焼
き

物
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。
自
宅
に
窯
が

あ
り
、
う
ち
の
食
器
は
全
て
私
の
手
作

り
で
す
。

　
以
前
は
、
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に

陶
芸
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
陶
芸
は

生
き
が
い
で
す
ね
。
仕
事
だ
け
で
な

く
、
趣
味
や
遊
び
を
楽
し
む
こ
と
が
元

気
の
源
で
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

被
害
の
内
容

広
島
県
警
防
犯
情
報
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ふ
く  

な
が

　
養
豚
場
に
勤
務
し
て
１
年
に
な
り
ま

す
。
小
さ
い
頃
か
ら
動
物
が
大
好
き

で
、
油
木
高
校
の
産
業
ビ
ジ
ネ
ス
科
を

卒
業
後
、
岡
山
県
の
農
業
大
学
校
で
２

年
間
、
畜
産
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
豚
の
飼
育
を
中
心
に
、
堆

肥
作
り
、
畜
舎
の
修
繕
、
子
豚
の
世
話

や
出
荷
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
夏
の
暑
さ
や
冬
の
寒

さ
で
豚
が
病
気
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
衛
生
管
理
に
は
特
に

気
を
付
け
て
い
ま
す
。

吉
岡 

美
鈴 

さ
ん 

（24）

よ
し

　お
か

  

み

　

   

す
ず

福
山
市
内
海
町

●
あ
な
た
名
義
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

　カ
ー
ド
で
買
い
物
が
さ
れ
て
い
る

●
あ
な
た
名
義
で
勝
手
に
カ
ー
ド
が

　作
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

●
個
人
情
報
が
漏
れ
て
お
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

　カ
ー
ド
を
再
発
行
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

　カ
ー
ド
を
取
り
に
行
か
せ
る

特  集 

あ
な
た
に
お
す
す
め
の
引
受
方
式
は
こ
れ
！

〜
水
稲
共
済
の
引
受
方
式
を
解
説
〜
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はい

　水
稲
共
済
で
は
、
耕

地
ご
と
に
補
償
す
る

「
一
筆
方
式
」
が
令
和

３
年
産
で
廃
止
に
な

り
、
今
後
は
農
家
ご
と

の
全
耕
地
を
補
償
す
る

「
全
相
殺
方
式
」
や

「
半
相
殺
方
式
」
と

い
っ
た
他
の
方
式
で
加

入
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　左
の
チ
ャ
ー
ト
で
方

式
を
確
認
後
、
そ
れ
ぞ

れ
の
解
説
を
参
考
に
、

ご
自
身
の
経
営
に
合
っ

た
引
受
方
式
を
選
択
し

て
く
だ
さ
い
。

まずは、選択チャートでおすすめの方式を確認してみましょう！

半相殺方式全相殺方式

特集

〜
水
稲
共
済
の
引
受
方
式
を
解
説
〜

収
穫
量
が
適
正
に
確
認
で
き
る
こ
と

　
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
収
穫
量

を
把
握
し
ま
す
。

①
収
穫
量
の
概
ね
全
量
を
Ｊ
Ａ
・
法

人
・
個
人
な
ど
の
乾
燥
調
製
施
設
に

委
託
し
て
い
れ
ば
、
施
設
の
証
明
で

確
認
（
過
去
５
カ
年
分
）

②
青
色
申
告
決
算
書
等
で
確
認
（
過
去

５
カ
年
分
）

③
白
色
申
告
関
係
書
類
の
収
支
内
訳
書

等
や
農
作
物
の
収
穫
に
関
す
る
事
項

を
記
載
し
た
伝
票
等
で
確
認
（
過
去

５
カ
年
分
）

最
高
補
償
割
合
９
割

　
農
家
ご
と
の
基
準
収
穫
量
の
１
割

（
１
・
２
・
３
割
か
ら
選
択
で
き
ま
す
）

を
超
え
る
被
害
（
減
収
）
が
あ
っ
た
場

合
に
、
共
済
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

確
定
申
告
書
類
（
白
色
）
で
も

全
相
殺
方
式
に
加
入
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た

　
令
和
４
年
産
か
ら
は
、
乾
燥
調
製
作

業
を
ご
自
身
で
行
っ
て
い
る
方
も
、
白

色
の
確
定
申
告
書
類
等
で
収
量
が
把
握

で
き
る
場
合
は
、
全
相
殺
方
式
に
加
入

で
き
ま
す
。

　
加
入
申
込
書
を
提
出
後
（
全
相
殺
方

式
へ
の
加
入
意
思
確
認
後
）
、
共
済
掛

金
等
を
算
出
す
る
た
め
、
次
の
①
②
③

の
書
類
（
過
去
５
カ
年
分
）
を
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
な
た
に
お
す
す
め
の
引
受
方
式
は
こ
れ
！

は
い

は
い

い
い
え

い
い
え

い
い
え

米の販売・出荷があり、青色申告をしている収入保険

〔
加
入
要
件
〕

〔
補
償
内
容
〕

ぜ
ん
　 

そ
う
　 

さ
い

全
相
殺
方
式

おす
すめ

基準収穫量の合計が2,000㎏の場合 （10aの耕地A～Dの基準収穫量はそれぞれ500㎏）

600㎏600㎏

150㎏150㎏

500㎏500㎏

150㎏150㎏

A B

C D

全耕地の収穫量計が、９割（1,800㎏）を下回
ると、補償の対象になります。
左の場合、収穫量計が1,400㎏で９割を下
回っているため、1,800㎏－1,400㎏＝400㎏
が補償の対象となり、この400㎏に１㎏当た
りの補償金額を乗じて共済金を算出します。
1kg当たりの補償金額を193円とした場合、
400kg×193円/kg＝77,200円が共済金とな
ります。

〈 耕地ごとの収穫量 〉

収穫量計：1,400kg

START

収穫した米の概ね全量をJA・法人・個人の乾燥調製施設に委託している

③販売金額等の品目別内訳書（ＮＯＳＡＩ様式） ②米の収穫日や収穫量を記録したもの

①確定申告書類（白色）の収支内訳書（農業所得用）

※個人で今後加入される場合は、5年産からとなります。
　詳しくは、各支所等へお問い合わせください。

【帳簿の記載例】 

販売金額、
販売数量等を確認

収穫日 

〇月〇日 

〇月〇日 

〇月〇日 

収穫量 

主食用米 飼料用米 米粉用米 

収穫量が適正に把握できる資料の提出ができる
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収
穫
量
の
全
量
を
Ｊ
Ａ
等
の
乾
燥
調
製
施
設
に
委

託
し
、
銘
柄
ご
と
の
出
荷
数
量
等
が
把
握
で
き
る
施

設
の
証
明
が
必
要
で
す
。

最
高
補
償
割
合
９
割

　
農
家
ご
と
に
、
被
害
に
よ
る
減
収
ま
た
は
品
質
の

低
下
が
あ
り
、
か
つ
生
産
金
額
が
基
準
生
産
金
額
の

１
割
（
１
・
２
・
３
割
か
ら
選
択
で
き
ま
す
）
を
超

え
る
被
害
が
あ
っ
た
場
合
に
、
共
済
金
が
支
払
わ
れ

ま
す
。

　
加
入
に
必
要
な
書
類
等
の
提
出
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
高
補
償
割
合
９
割

　
農
家
ご
と
及
び
統
計
単
位
地
域
（
市
町
）
ご
と
の

基
準
収
穫
量
の
１
割
（
１
・
２
・
３
割
か
ら
選
択
で

き
ま
す
）
を
超
え
る
被
害
が
あ
っ
た
場
合
に
、
共
済

金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
統
計
単
位
地
域

（
市
町
）
ご
と
の
統
計
デ
ー
タ
に
基
づ
く
た
め
、
農

業
者
個
々
の
被
害
状
況
に
応
じ
た
補
償
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
加
入
に
必
要
な
書
類
等
の
提
出

は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
高
補
償
割
合
８
割
　

　
農
家
ご
と
の
基
準
収
穫
量
の
２

割
（
２
・
３
・
４
割
か
ら
選
択
で

き
ま
す
）
を
超
え
る
被
害
（
減

収
）
が
あ
っ
た
場
合
に
、
共
済
金

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

〔
加
入
要
件
〕

〔
補
償
内
容
〕

は
ん
　 

そ
う
　 

さ
い

半
相
殺
方
式

品
質
方
式

地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式

基準収穫量の合計が2,000㎏の場合
（10aの耕地A～Dの基準収穫量はそれぞれ500㎏）

600㎏600㎏

150㎏150㎏

500㎏500㎏

150㎏150㎏

A B

C D

１枚目は本人の控えとなっています
ので、大切に保管してください。
２枚目以降は複写となっています。
２枚目以降を取りまとめ先へ提出く
ださい。

〈 耕地ごとの収穫量 〉

収穫量計：1,400kg→対象収穫量計：1,300kg

1枚目（農家保存用）

半相殺方式では申告いただいた被害耕地の収穫量
により補償するため、増収は加味しません。

（　　　）半相殺方式対象
収穫量500㎏

〔
加
入
要
件
〕

〔
加
入
要
件
〕

〔
補
償
内
容
〕

〔
補
償
内
容
〕

　
農
家
単
位
で
補
償
す
る
全
相
殺

方
式
・
半
相
殺
方
式
・
品
質
方

式
・
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
に

一
筆
半
損
特
約
を
付
け
る
と
、
一

筆
（
耕
地
）
ご
と
の
被
害
を
補
償

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
耕
地
単
位
で
５
割
（
半
損
）
以

上
の
減
収
量
が
見
込
ま
れ
る
場
合

は
、
基
準
収
穫
量
の
２
割
（
最
高

補
償
割
合
選
択
時
）
を
上
限
に
共

済
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

一
筆
半
損
特
約

が
お
す
す
め

が
お
す
す
め

い
っ

　
　ぴ
つ

　
　は
ん

　
　そ
ん

品
質
・
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

方
式
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

支
所
等
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

2345600

0001

0002

001

001

10 00

15 00

10 00

15 00

0 00

0 00

20

21

コシヒカリ

コシヒカリ

02 80

半相殺 全相殺

あきろまん

＝

＝

＝9割

○○ライスセンター

○

広島市東区光町一丁目2番23号

共済　太郎

8割 第1位 有

○

「令和４年産水稲生産実施計画書及び経営所得安定対策等営農計画書（兼確認野帳）
並びに水稲共済加入申込書兼変更届出書」　の記入例

全耕地の収穫量計が、８割（1,600㎏）を下回ると、補
償の対象になります。
左の場合、収穫量計が1,300㎏で８割を下回ってい
るため、1,600㎏－1,300㎏＝300㎏が補償の対象と
なり、この300㎏に１㎏当たりの補償金額を乗じて共
済金を算出します。
1 k g 当 たりの 補 償 金 額 を 1 9 3 円とした 場 合 、
300kg×193円/kg=57,900円が共済金となります。

す
べ
て
の
方
式
に

付
け
ら
れ
る

半相殺方式から全相殺方式に変更する場合

内容を変更したい場合は、
二重線を引いて余白に記入
してください。

令和３年８月に実施した「意向調査」の結果を反映して印字し
ています。回答がなかった方は「半相殺方式８割補償 共済金
額選択順位第１位 一筆半損特約有」を印字しています。

乾燥調製作
業の委託先
を 記 入して
ください。

2・3・4枚目にも署名または
押印をお願いします。

全相殺方式・９割補償で加入する場合
は、引受方式・補償割合の変更箇所に
二重線を引いて横の欄に「全相殺」「９
割」と記入してください。

0405 2022  第31号



下
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
参
考
に

保
険
金
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
金
請
求
の
た
め
、
保
険
期
間
中
に
は
次
の
こ
と

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
請
求
時
に
必
要
書
類
が
そ
ろ
っ
て

い
な
い
と
お
支
払
い
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
農
作
業
日
誌
の
記
録
と
保
存

　
作
付
け
、
施
肥
、
防
除
、
収
穫
の
作
業
日
、
作
業
内

容
な
ど
を
記
録

●
営
農
計
画
（
栽
培
面
積
や
作
物
）
の
変
更
通
知

　
変
更
が
あ
れ
ば
１
カ
月
以
内
に
連
絡

●
事
故
発
生
通
知

　
農
作
物
の
種
類
ご
と
に
１
割
を
超
え
る
収
入
減
少
が

見
込
ま
れ
る
場
合
に
連
絡

●
棚
卸
表
の
記
録
と
保
存

　
棚
卸
が
あ
る
場
合
に
記
録

●
事
業
消
費
帳
簿
の
記
録
と
保
存

　
事
業
消
費
が
あ
る
場
合
は
、
対
象
農
産
物
を
事
業
消

費
し
た
年
月
日
、
数
量
、
用
途
等
を
記
録
（
加
工
品

が
あ
る
場
合
も
同
様
）

●
販
売
帳
簿
の
記
録
と
保
存

　
税
法
に
基
づ
き
販
売
金
額
、
数
量
等
を
記
録

●
仕
入
れ
の
販
売
金
額
、
数
量
を
整
理

　
仕
入
れ
販
売
が
あ
る
場
合
に
整
理

水
稲
20
㌶
、
麦

４
㌶
、
キ
ャ
ベ
ツ

を
３
㌶
栽
培
し
て

い
ま
す
。
近
年
、

米
価
が
下
が
っ
て

い
る
こ
と
も
あ

り
、
収
入
保
険
に

令
和
２
年
か
ら
加

入
し
て
い
ま
す
。

　
ち
ょ
う
ど
そ
の

年
、
キ
ャ
ベ
ツ
が
根
こ
ぶ
病
で
全
滅
に
近

い
状
態
に
な
り
、
米
の
価
格
の
低
下
も

あ
っ
て
収
入
が
８
割
以
下
に
減
少
。
保
険

金
が
あ
っ
て
大
助
か
り
で
し
た
。
保
険
金

が
な
け
れ
ば
や
り
く
り
で
き
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
は
、
８
月
の
水
害
で
水
稲
２

㌶
が
刈
り
取
り
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

キ
ャ
ベ
ツ
も
20
㌃
が
水
没
し
た
り
、
植
え

付
け
が
遅
れ
て
大
き
く
な
ら
な
か
っ
た
り

で
減
収
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
収
入
保
険
で

備
え
る
こ
と
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

の

声声

加
入
者

北
広
島
町
　
農
事
組
合
法
人
　
き
つ
ぎ

小
笠
原 

哲
美

お

　が
さ 

わ
ら

て
つ

　み

代
表
理
事 

（69）

1月 4月 5月
以降3月2月

（個人） 2月15日～3月15日
（法人） 決算日の翌日から2カ月以内

保
険
金
等
の
お
支
払
い

〈確定申告まで〉 〈確定申告期間〉 〈確定申告後〉

詳
し
く
は
全
国
青
色
申
告
会

総
連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
に
は
、
「
青
色
申
告
」
と
「
白
色
申
告
」

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
帳
簿
の
付
け
方
な
ど
の
要
件

に
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
書
類
作
成
の
手
間
は
あ
ま
り

変
わ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
白
色
申
告
を
さ
れ
て
い
る
方

は
、
税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
青
色
申
告
が
お
す
す

め
で
す
。

☆
収
入
保
険
に
加
入
で
き
る
！

　
収
入
の
減
少
が
補
償
さ
れ
る
こ
と
で
経
営
が
安
定
し

ま
す
。
加
入
申
請
時
に
青
色
申
告
の
実
績
が
１
年
分
あ

れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。
（
現
金
主
義
を
除
く
）

　
令
和
４
年
分
の
農
業
所
得
か
ら
青
色
申
告
を
始
め
る

と
、
令
和
６
年
か
ら
収
入
保
険
に
加
入
で
き
ま
す
。

（
個
人
の
加
入
手
続
き
は
令
和
５
年
12
月
ま
で
）

☆
節
税
の
効
果
が
あ
る
！

　
最
高
で
65
万
円
が
特
別
控
除
（
e
‐
T
a
x
に
よ
る

申
告
（
電
子
申
告
）
ま
た
は
電
子
帳
簿
保
存
を
し
た
場

合
）
と
な
り
、
専
従
者
の
給
与
額
を
必
要
経
費
に
算
入

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
損
失
額
の
繰
越
し
や
繰
戻
し
が

で
き
ま
す
。

「
所
得
税
の
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
を
提
出

　
新
た
に
青
色
申
告
を
始
め
る
場
合
は
、
３
月
15
日
ま

で
に
所
轄
の
税
務
署
に
「
所
得
税
の
青
色
申
告
承
認
申

請
書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

取
り
引
き
ご
と
に
整
理

　
現
金
出
納
帳
等
を
整
備
し
、
日
々
の
取
り
引
き
を
残

高
ま
で
記
帳
・
保
存
す
れ
ば
、
青
色
申
告
が
で
き
ま

す
。
（
簡
易
方
式
）

青
色
申
告
を
始
め
ま
し
ょ
う
！

青
色
申
告
を
始
め
ま
し
ょ
う
！

◎保険金請求等のスケジュール：保険期間終了後
 (保険期間が1月1日～12月31日の場合)

青色申告の節税効果の試算（収入金額等が500万円の場合）

①保険金等の見積額算出の
ために損益計算書など
を準備

②①の書類を基に保険金
　等の見積額を算出
   （NOSAI職員がサポート）

③保険金等の見積額を
　雑収入に計上し、
　税務申告
  （翌年の収入金額が大きく
　  なり、過大な課税となる
　  のを防ぐため）

④所得税の青色申告決算書
等をNOSAIへ提出

⑤保険期間の農業収入金額
　実績申告書兼保険金等請

求書に署名（または押印）

青
色
申
告
を
す
る
に
は
・・・

青
色
申
告
を
す
る
と…

令和元年分 白色申告

5,000,000円

2,000,000円

3,000,000円

1,648,320円

1,351,000円

68,900円

1,474,320円

1,525,000円

150,000円

同左

同左

2,350,000円

同左

701,000円

35,700円

同左

875,000円

85,000円

同左

同左

2,900,000円

同左

1,251,000円

63,800円

同左

1,425,000円

140,000円

白色申告より
▲98,200円

白色申告より
▲15,100円

収入金額等

必要経費
事業所得

所得税等

住民税

650,000円 100,000円青色申告特別控除

所得金額

所得控除の合計

課税される所得金額
所得税及び

復興特別所得税の額㋐
所得控除の合計

課税される所得金額

個人住民税の額㋑
5,000円

223,900円

5,000円

125,700円

5,000円

208,800円

個人事業税の額㋒
税金の合計㋐＋㋑＋㋒

白色申告との差額

青色申告

特別控除65万円 特別控除10万円

年間購読料
5,520円

《
試
し
読
み
・
購
読
の
申
し
込
み
は
、
各
支
所
等
へ
》

収
入
保
険
の
話
題
が
盛
り
だ
く
さ
ん

　毎
週
水
曜
日
発
行
の
「
農
業
共
済
新
聞
」
で

は
、
収
入
保
険
に
関
す
る
最
新
の
情
報
を
お
届
け

し
て
い
ま
す
。

　収
入
保
険
制
度
の
解
説
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
各

地
で
多
彩
な
農
業
経
営
を
さ
れ
て
い
る
方
々
の
紹

介
や
全
国
の
収
入
保
険

加
入
者
の
声
も
た
く
さ

ん
掲
載
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

収
入
保
険
の
加
入
者
の
声
を

紹
介
し
て
い
る
よ
!!

保
険
金
請
求
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す

保
険
金
請
求
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す

加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

収入保険事業
お問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。 事 業 のお知らせ事 業 のお知らせ

07 062022  第31号



農
作
物
共
済

果
樹
共
済

※
一
筆
方
式
の
被
害
面
積
に
つ
い
て
示
し
て
い
ま
す
。

令和3年産 農作物共済（水稲）
災害別被害面積割合

病害
25.6%

獣害
47.7%

鳥害 0.4%虫害 1.8%
干害 0.5%

風水害
24.0%

園
芸
施
設
共
済

　
令
和
３
年
８
月
、
前
線
の
停
滞
に
よ

り
西
日
本
の
広
範
囲
で
大
雨
が
降
り
、

広
島
県
で
は
安
芸
高
田
市
や
北
広
島
町

な
ど
で
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
が
発

生
。
家
屋
へ
の
被
害
の
ほ
か
、
水
田
へ

の
土
砂
流
入
な
ど
、
農
業
へ
も
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

●
水
稲
共
済

　
土
砂
な
ど
が
流
れ
込
ん
だ
こ
と
に
よ

り
水
稲
が
収
穫
で
き
な
く
な
っ
た
り
、

大
雨
で
稲
が
倒
れ
た
り
す
る
な
ど
の
被

害
が
発
生
。
７
０
９
筆
に
対
し
て
、
約

２
２
９
７
万
円
の
共
済
金
を
お
支
払
い

し
ま
し
た
。

●
園
芸
施
設
共
済

　
河
川
の
氾
濫
に
よ
り
、
ハ
ウ
ス
が
倒

壊
す
る
な
ど
の
被
害
が
発
生
。
３
棟
に

対
し
て
共
済
金
約
１
２
１
万
円
を
お
支

払
い
し
ま
し
た
。

●
建
物
共
済

　
土
砂
崩
れ
や
浸
水
に
よ
る
建
物
の
損

傷
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
床
上
浸
水
や

外
壁
の
損
傷
な
ど
の
被
害
で
、
87
棟
に

対
し
、
約
５
０
１
６
万
円
の
共
済
金
を

お
支
払
い
し
ま
し
た
。
（
12
月
末
現
在
）

　
一
筆
方
式
・
半
相
殺
方
式
に
加
入
し

て
い
る
対
象
組
合
員
１
７
０
２
戸
へ
共

済
金
１
億
６
６
４
０
万
３
６
０
４
円
を

12
月
22
日
に
お
支
払
い
し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
産
水
稲
の
主
な
被
害
は
、

獣
害
・
病
害
・
風
水
害
で
す
。
獣
害
で

は
、
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
等
に
よ
る
食
害

や
踏
み
倒
し
が
発
生
。
病
害
で
は
、
い

も
ち
病
が
県
内
全
域
で
発
生
し
ま
し

た
。
風
水
害
で
は
、
７
月
上
旬
の
大

雨
、
台
風
９
号
、
８
月
上
旬
の
大
雨
に

よ
り
、
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
等
に

令
和
３
年
産

水
稲
の
共
済
金
を

支
払
い
ま
し
た

令和3年産水稲の作柄表示地帯別10ａ当たり収量
 (農林水産省 中国四国農政局 広島支局より令和3年12月8日発表)

北部
514㎏

（作況指数 97）

南部
535㎏

（作況指数 101）

◎作況指数

広島県
499㎏
作況指数

95（ ）

広島県
522㎏
作況指数

99（ ）

※
作
況
指
数
…
10
㌃
当
た
り
平
年
収
量
に
対
す
る

10
㌃
当
た
り
予
想
収
量
の
比
率
で
す
。

よ
る
冠
水
、
土
砂
の
流
入
、
稲
の
倒
伏

等
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
地
域
の
農
業
再
生
協
議
会
等
か
ら
「
令

和
４
年
産 

水
稲
共
済
加
入
申
込
書
兼
変
更

届
出
書
（
営
農
計
画
書
）
」
が
配
布
さ
れ

ま
す
の
で
、
５
㌻
を
参
考
に
引
受
方
式
等

を
確
認
い
た
だ
き
、
期
限
ま
で
に
取
り
ま

と
め
先
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
提
出
後
に
水
稲
作
付
面
積
の
増
減
や

経
営
移
譲
に
よ
る
加
入
者
の
変
更
な
ど

が
あ
る
場
合
は
、
速
や
か
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
昨
年
末
ま
で
に
お
支
払
い
し
た
果
樹

の
共
済
金
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　
主
な
被
害
は
、
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん

で
は
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
果
実
の
食
害
や

枝
が
折
ら
れ
る
な
ど
、
指
定
か
ん
き
つ

で
は
令
和
２
年
12
月
下
旬
か
ら
の
寒
波

に
よ
り
、
は
っ
さ
く
・
レ
モ
ン
に
す
上

が
り
や
果
皮
障
害
が
発
生
し
、
減
収
と

な
り
ま
し
た
。

　
な
し
で
は
令
和
３
年
４
月
10
日
の
降

霜
に
よ
り
、
花
そ
う
の
枯
死
や
子
房
の

黒
変
、
傷
果
な
ど
が
発
生
し
減
収
と
な

り
ま
し
た
。

霜
の
被
害
な
ど
で

共
済
金
を
お
支
払
い

災
害
に
備
え
て
い
ま
す
か

加
入
申
込
書
兼

変
更
届
出
書
の
提
出
を

府
中
市
上
下
町

農
事
組
合
法
人 

井
永

岡
本 

隆
さ
ん 

（79）

お
か  

も
と   

た
か
し

代
表
理
事

　
ハ
ウ
ス
19
棟
（
41
㌃
）
で
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
園
芸
施
設

共
済
へ
は
、
法
人
を
設
立
し
た
平
成
20

年
か
ら
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
何
度
か
、
台
風
に
よ
る
強

風
で
ビ
ニ
ー
ル
が
破
れ
る
な
ど
の
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
平
成
27
年
８
月
の
台

風
で
は
、
ビ
ニ
ー
ル
に
加
え
１
棟
は
パ

イ
プ
が
曲
が
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
被
害

で
、
共
済
金
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
に
は
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の

芽
が
出
始
め
、
こ
れ
か
ら
栽
培
が
始
ま

る
と
い
う
４
月
に
大
雪
が
降
り
、
１
棟

が
全
損
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
想

像
も
し
て
い
な
い
時
期
の
事
故
で
、
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
は
早
く
に
対
応
し
て
も
ら

い
感
謝
し
て
い
ま
す
。
年
内
に
建
て
替

え
る
こ
と
が
で
き
て
助
か
り
ま
し
た
。

　
園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
て
い
る
こ

と
で
安
心
し
て
農
業
が
で
き
ま
す
。
農

業
と
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
セ
ッ
ト
で
す
ね
。

安
心
し
て
法
人
を
運
営
し
て
い
く
に

は
、
共
済
へ
の
加
入
は
必
要
で
す
。

　
全
国
各
地
で
豪
雨
が
発
生
し
た
り
、

春
先
に
大
雪
が
降
っ
た
り
、
い
つ
ど
こ

で
自
然
災
害
が
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
春
に
か
け
て
は
強
い
風

が
吹
く
こ
と
も
多
く
な
り
ま
す
。

　
平
成
31
年
１
月
以
降
、
園
芸
施
設
共

済
で
は
、
補
償
の
充
実
や
掛
金
の
割
安
プ

ラ
ン
な
ど
大
幅
な
制
度
改
正
に
よ
り
、

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
加
入
の
選
択
肢
を
豊

富
に
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

園
芸
施
設
共
済
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

８
月
の
大
雨
被
害
を

振
り
返
る

①
河
川
が
氾
濫
し
、
土
砂
が
流
入
、
床
上
浸
水
し

た
家
屋
（
８
月
20
日
撮
影
・
安
芸
高
田
市
）

②
河
川
の
氾
濫
に
よ
り
倒
壊
し
た
ハ
ウ
ス
（
８
月

16
日
撮
影
・
安
芸
高
田
市
）

③
水
田
に
土
砂
や
生
活
用
品
な
ど
が
流
入
（
８
月

18
日
撮
影
・
北
広
島
町
）

④
河
川
の
氾
濫
に
よ
り
土
砂
な
ど
が
流
入
し
、
稲
が

倒
さ
れ
た
水
田
（
８
月
18
日
撮
影
・
北
広
島
町
）

99～101
　…「平年並み」
95～98
　…「やや不良」

の

声

加
入
者

果樹共済 共済金支払状況
面積（a) 支払共済金（円）戸数(戸）

令和2年産うんしゅうみかん
（災害収入共済方式）

令和3年産指定かんきつ
（災害収入共済方式）

令和3年産ぶどう
（半相殺減収総合一般方式）

令和3年産なし
（半相殺減収総合一般方式）

区　分

合　計

244.5

170.8

59.0

490.1

964.4

1,145,912

1,020,946

626,070

9,964,650

12,757,578

8

5

5

14

32

　
家
畜
共
済
事
業
や
診
療
業
務
の
円
滑

な
実
施
の
た
め
、
子
牛
へ
の
耳
標
の
早

期
装
着
、
耳
標
が
欠
落
し
た
場
合
の
再

発
行
、
再
装
着
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
　

　
ま
た
、
牛
の
転
入
、
転
出
や
死
亡
、

子
牛
の
出
生
な
ど
の
異
動
が
生
じ
た
と

き
は
、
速
や
か
に
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー

へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
組
合
家
畜
診
療
所
の
受
付
時
間
は
、

午
前
８
時
30
分
〜
９
時
で
す
。
（
急
患

を
除
く
）

　
ま
た
、
お
問
い
合
わ
せ
は
平
日
の
業

務
時
間
内
に
お
願
い
し
ま
す
。
休
日
・

夜
間
は
急
患
に
対
応
す
る
た
め
、
不
急

の
往
診
依
頼
や
問
い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

牛
に
耳
標
が

付
い
て
い
ま
す
か

往
診
依
頼
等
は

受
付
時
間
内
に

家
畜
共
済

農業共済事業
お問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。 事業のお知らせ事業のお知らせ

3

4 2

1
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令
和
３
年
12
月
21
日
に
臨
時
総
代
会

を
開
催
し
、
全
て
の
議
案
が
原
案
ど
お

り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

果
樹
共
済
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率

の
設
定
に
つ
い
て

畑
作
物
共
済
危
険
段
階
別
共
済
掛
金

率
の
設
定
に
つ
い
て

実
施
体
制
の
改
善
計
画
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
は
令
和
４
年

４
月
か
ら
、
新
た
な
体
制
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
現
在
の
６
支
所
（
広
島
・
北
広

島
・
東
広
島
・
世
羅
・
福
山
・
三

次
）
、
１
出
張
所
（
廿
日
市
）
、

１
連
絡
所
（
江
田
島
）
か
ら
、
４

支
所
（
北
広
島
・
東
広
島
・
福

山
・
三
次
）
、
２
出
張
所
（
廿
日

市
・
府
中
）
、
１
連
絡
所
（
江
田

島
）
へ
体
制
を
変
更
し
ま
す
。

（
下
の
地
図
・
表
の
と
お
り
）

　
当
組
合
で
は
、
近
年
の
農
業
従

事
者
の
高
齢
化
等
に
よ
る
組
合
員

数
や
資
源
の
減
少
を
踏
ま
え
、
業

務
の
合
理
化
・
効
率
化
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
組
織
体
制

を
見
直
す
こ
と
に
よ
り
、
将
来
的

に
継
続
し
て
、
安
定
し
た
事
業
運

営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
力

を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

臨
時
総
代
会
を

開
催
し
ま
し
た

令
和
４
年
４
月

６
支
所
か
ら
４
支
所
へ

本所　　支所

出張所

※家畜臨床研修所、家畜診療所の体制に変更はありません。

連絡所

広島県農業共済組合
本所・支所等の区域

（令和４年４月１日）

竹原市

呉市

呉市

大崎上島町

尾道市

尾道市

尾道市 福山市

府中市世羅町

神石高原町

庄原市

三次市

安芸高田市

北広島町

安芸太田町

府中出張所

三次支所

北広島支所

東広島支所

本所

江田島連絡所

三原市

三原市
広島市

広島市

江田島市

府中町
海田町
熊野町

坂町

広島市
佐伯区 広島市安佐南区

広島市安佐北区

廿日市市

大竹市

福山支所

廿日市出張所

東広島市

呉市

本　所

北広島支所

　廿日市出張所

広島市安佐北区、安芸高田市、
安芸太田町、北広島町

全域

広島市（安佐北区を除く）、大竹市、
廿日市市、府中町、海田町、熊野町、坂町

東広島支所

　江田島連絡所

福山支所

　府中出張所

三次支所

呉市（音戸町・倉橋町を除く）、竹原市、
三原市、東広島市、大崎上島町

呉市音戸町・倉橋町、江田島市

尾道市、福山市、神石高原町

府中市、世羅町

三次市、庄原市

〈支所等の担当市町〉

議長を務められた
平義 清之 総代

（東広島市 河内町）
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第
１
号
議
案

第
２
号
議
案

第
３
号
議
案

　「
備
中
種
」と
い
う
品
種
の
レ
ン
コ
ン
を
７
㌃
で

栽
培
し
て
い
ま
す
。備
中
種
は
、色
が
白
く
ス
マ
ー

ト
な
見
た
目
の
レ
ン
コ
ン
で
す
。

　
知
人
か
ら
種
レ
ン
コ
ン
を
も
ら
っ
た
の
が
き
っ

か
け
で
栽
培
を
始
め
、４
年
目
に
な
り
ま
す
。備

中
種
は
、地
中
20
㌢
く
ら
い
の
と
こ
ろ
で
成
長
し

ま
す
。レ
ン
コ
ン
は
水
の
中
で
育
つ
作
物
な
の
で

水
を
絶
や
さ
な
い
こ
と
が
大
事
で
、ま
た
、レ
ン
コ

ン
の
肥
大
に
必
要
な
肥
料
を
や
る
時
期
を
逃
さ
な

い
よ
う
注
意
し
て
い
ま
す
。

　
例
年
は
、福
山
市
の
直
売
所「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｙ
Ａ

Ｍ
Ａ
ふ
く
ふ
く
市
」に
、８
月
か
ら
２
月
頃
ま
で
出

荷
し
て
い
ま
す
。き
め
が
細
か
く
、も
ち
も
ち
し
た

食
感
の
備
中
種
を
い
ろ
い
ろ
な
料
理
で
お
い
し
く

食
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

私
こ
の
食
材

私
も
作
っ
て
い
ま
す

福
山
市
山
手
町

「うちでは煮込み料理やおでんに
入れたりします」と野田さん

び
っ
ち
ゅ
う
し
ゅ

の
食
材
で

す
こ
や
か

レ
シ
ピ

旬

調理時間

15 分

　
鎌
倉
時
代
に
日
本
に
伝
わ
っ
た
と
い
わ
れ
る
レ
ン

コ
ン
は
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
旬
を
迎
え
ま
す
。

　
煮
物
、
き
ん
ぴ
ら
、
て
ん
ぷ
ら
、
酢
れ
ん
こ
ん

（
酢
ば
す
）
な
ど
、
和
食
に
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
特

に
、
祝
い
事
に
は
欠
か
せ
な
い
食
材
で
す
。
「
先
が

見
え
る
、
見
通
し
が
良
い
」
と
開
運
の
象
徴
と
さ

れ
、
お
せ
ち
料
理
や
節
句
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
が
ん
す
は
呉
を
中
心
に
し
た
広
島
の
郷
土
料
理
で

す
。
す
り
身
に
し
た
小
魚
を
使
い
ま
す
が
、
今
回
は

レ
ン
コ
ン
と
は
ん
ぺ
ん
で
作
り
ま
し
た
。

　
レ
ン
コ
ン
に
多
く
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
、
で

ん
ぷ
ん
質
に
保
護
さ
れ
て
い
る
の
で
加
熱
し
て
も
壊

れ
に
く
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
色
む
ら
や
傷
が
な
く
、
し
っ
か
り
と
し
た
重
み
を

感
じ
る
も
の
を
選
び
、
切
り
口
が
黒
ず
ん
だ
も
の
は

避
け
ま
し
ょ
う
。

今
回
の
食
材

レ
ン
コ
ン

地
域
で
食
育
活
動
を

さ
れ
て
い
る

公
益
社
団
法
人 

広
島
県
栄
養
士
会

管
理
栄
養
士

田
中 

節
子 

先
生

れ
ん
こ
ん
de
が
ん
す

材料（2人前）

レンコン
はんぺん
タマネギ
パン粉
オリーブ油
ケチャップ
お好みソース

200g（小さい節２本分）
１枚

１/２個
大さじ３
大さじ２

適宜
適宜

作り方

❶レンコンは、土を落としてよく洗う。袋に
皮付きのまま適当な大きさに切ったレン
コンとはんぺんを一緒に入れ、細かくな
るまで麺棒などでたたく。レンコンの粘り
が出てまとまるまでたたく。
❷タマネギのみじん切りを混ぜて、４つに分
けて丸める。
❸バットにパン粉を敷き、❷を置いて薄く広
げる。
❹フライパンにオリーブ油をひき、❸を乗
せ、ふたをしてきつね色になるまで焼く。
お好みで、ケチャップやお好みソースを
付けてお召し上がりください。

料理のポイント
★レンコンをたたくことで粘りが出て、まと
まりやすくなります。フードプロセッサー
で作るとより簡単です。

★カレー粉などを入れると味の変化を楽しめ
ます。

食
物
繊
維
が
豊
富
で
、便
秘
の
改

善
や
整
腸
作
用
が
期
待
で
き
ま

す
。表
面
や
切
り
口
が
変
色
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
の
一
種
の
タ
ン
ニ
ン
に
よ

る
も
の
で
す
。タ
ン
ニ
ン
は
、抗

酸
化
作
用
、止
血
、消
炎
作
用
が

あ
り
ま
す
。ま
た
、タ
ン
ニ
ン
に

は
咳
止
め
効
果
が
あ
る
の
で
、す

り
お
ろ
し
て
、レ
ン
コ
ン
湯
、レ
ン

コ
ン
ス
ー
プ
な
ど
に
す
る
の
も

お
す
す
め
で
す
。

一
口
メ
モ

レ
ン
コ
ン

野
田 
雄
二
さ
ん 

（68）

の
　  
だ
　
　
ゆ
う
　
じ



つ
解
決
し
な
が
ら
産
地
化
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

新
鮮
野
菜
を
カ
フ
ェ
で

　
森
澤
さ
ん
は
、
同
社
が
呉
市
で
営
業
す

る
「
Ｐ
Ｅ
Ａ
ｃ
ｅ
Ｎ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
　
Ｃ
ａ
ｆ

ｅ
」
の
運
営
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
カ

フ
ェ
で
は
、
農
園
で
取
れ
た
落
花
生
や
野

菜
を
ピ
ザ
や
サ
ラ
ダ
な
ど
に
使
用
。
「
健

康
を
意
識
し
、
新
鮮
な
野
菜
が
メ
イ
ン
」

と
い
う
料
理
は
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で
き
る

よ
う
お
し
ゃ
れ
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
箱

（
デ
リ
ボ
ッ
ク
ス
）
に
入
れ
て
提
供
し
て

い
ま
す
。
色
鮮
や
か
な
デ
リ
ボ
ッ
ク
ス
は

「
見
た
目
も
か
わ
い
く
て
お
い
し
い
」
と

好
評
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
昨
年
か
ら
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
道
の
駅
な
ど
で
も
販

農
業
の
道
を
ス
タ
ー
ト

　
小
学
校
の
先
生
と
し
て
、
２
０
０
８
年

に
同
町
に
や
っ
て
き
た
森
澤
さ
ん
。
緑
豊

か
な
田
園
地
帯
で
子
ど
も
た
ち
と
過
ご
す

中
、
農
業
を
継
ぐ
人
が
少
な
い
と
い
う
現

状
を
目
の
当
た
り
に
。
自
分
に
何
か
で
き

な
い
か
と
一
念
発
起
し
、
12
年
、
農
業
の

世
界
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。

　
家
族
が
経
営
す
る
ユ
ニ
オ
ン
フ
ォ
レ
ス

ト
株
式
会
社
の
農
業
部
門
と
し
て
、

１
年
間
、
農
業
研
修
に
参
加
。
そ
こ

で
の
つ
な
が
り
で
農
地
を
借
り
、
13

年
に
営
農
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
作
物
の
中
で
も
、
一

番
の
売
り
は
落
花
生
。
「
加
工
品
に

し
た
り
、
料
理
に
使
い
や
す
い
作
物

と
し
て
落
花
生
に
着
目
し
ま
し
た
。

広
島
の
新
た
な
名
物
に
な
れ
ば
」
と

話
し
、
み
ん
な
が
ピ
ー
ス
な
日
々
を

送
れ
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
を
込

め
、
「
Ｐ
Ｅ
Ａ
ｃ
ｅ
Ｎ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
」
と

名
付
け
ま
し
た
。
雨
や
カ
ラ
ス
、
ア

ナ
グ
マ
な
ど
毎
年
違
う
課
題
が
あ
る

と
い
う
森
澤
さ
ん
で
す
が
、
一
つ
一

　
「
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
と

き
、
世
羅
に
帰
っ
て
参
加
で
き
る
企
業
と

し
て
の
農
業
」
を
目
指
し
、
世
羅
町
で

「
Ｒ
ｅ
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
農
園
」
を
営
む
森
澤
祐

佳
さ
ん
（
38
）
。
農
園
長
で
あ
る
森
澤
さ

ん
は
、
社
員
６
人
、
パ
ー
ト
４
人
と
共

に
、
１
・
５
㌶
の
農
地
で
、
落
花
生
を
は

じ
め
ニ
ン
ジ
ン
や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ナ

ス
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
な
ど
の
野
菜
を
少
量
多

品
目
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

世羅町

店
内
は
地
域
の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
す
。

　
農
業
が
し
た
い
と
い
う
思
い
で
移
住

先
を
探
し
て
い
た
石
本
さ
ん
は
、
土
地

と
豊
か
な
水
に
引
か
れ
、
同
町
へ
の
移

住
を
決
め
ま
し
た
。
「
農
業
は
子
ど
も

の
と
き
以
来
で
失
敗
も
多
か
っ
た
」

と
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な

野
菜
の
栽
培
に
挑
戦
。
カ
フ
ェ
で
使
用

す
る
ほ
か
、
た
く
さ
ん
収
穫
で
き
た
時

に
は
、
店
内
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
母
屋
や
納
屋
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
、
自

宅
兼
カ
フ
ェ
に
改
装
。
レ
ン
タ
ル
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
も
貸
し
出
し
て
い
て
、

ヨ
ガ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
「
交
流
の
場
と
し
て
新
し
い

出
会
い
に

つ
な
が
れ

ば
」
と
期

待
し
て
い

ま
す
。

　
「
生
き
て
い
く
た
め
に
一
番
大
切
な

の
は
農
業
」
と
話
す
石
本
圭
子
さ
ん

は
、
２
０
２
０
年
、
東
京
か
ら
三
次
市

吉
舎
町
に
移
住
し
ま
し
た
。
建
物
を
含

め
た
約
１
㌶
の
土
地
を
購
入
し
、
農
業

を
開
始
。
野
菜
40
品
種
や
キ
ウ
イ
フ

ル
ー
ツ
、
ユ
ズ
な
ど
を
栽
培
し
な
が

ら
、
21
年
４
月
に
開
店
し
た
カ
フ
ェ

「
ｓ
ｈ
ｉ
ｉ
ｂ
ａ
ｓ
ａ
ｎ
」
で
、
お
手

製
の
野
菜
を
振
る
舞
っ
て
い
ま
す
。

　
カ
フ
ェ
の
営
業
は
金
・
土
・
日
の
週

３
日
。
ラ
ン
チ
に
は
、
ト
マ
ト
や
キ
ュ

ウ
リ
、
タ
マ
ネ
ギ
、
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
季

節
の
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
ま
す
。

「
お
店
を
始
め
た
こ
と
で
た
く
さ
ん
の

人
と
の
出
会
い
が
増
え
た
」
と
話
し
、

あ
こ
が
れ
の

農
業
で
広
が
る
輪

　
大
輪
の
「
ア
バ
ラ
ン
チ
ェ
」
や
フ
リ
ル

が
特
徴
の
「
ブ
ラ
ッ
ド
オ
レ
ン
ジ
」
な

ど
、
23
品
種
の
バ
ラ
（
ハ
ウ
ス
＝
43
㌃
）

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
品
種
に
よ
っ
て

開
花
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
違
う
な
ど
、
バ

ラ
は
個
性
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
場
へ
出
荷
後
に
、
色
が
悪
く
な
っ

た
り
、
花
弁
が
腐
っ
た
り
し
な
い
よ
う

に
温
度
と
湿
度
を
管
理
し
、
最
良
の
状

態
で
出
荷
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま

す
。
ハ
ウ
ス
で
栽
培
し
て
い
て
も
、
時

期
に
よ
っ
て
生
育
の
状
態
は
変
わ
る
の

で
、
切
り
取
る
タ
イ
ミ
ン
グ
の
見
極
め

が
大
事
で
す
。

　
20
年
前
に
就
農
し
て
か
ら
、
毎
年
の

よ
う
に
本
場
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
へ
勉
強

に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
コ
ロ
ナ

禍
で
難
し
い
の
で
、
年
に
４
回
、
養
液

の
成
分
分
析
を
依
頼
し
、
養
分
な
ど
を

確
認
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ

か
ら
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
呼
び
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
環
境
制
御
装
置
（
マ
キ
シ
マ
イ
ザ
ー
）

を
導
入
し
て
い
て
、
24
時
間
、
温
度
・
湿

度
・
採
光
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
数
値

を
設
定
す
る
だ
け
で
管
理
が
で
き
ま
す

が
、
茎
の
状
態
や
花
弁
の
硬
さ
と
い
っ

た
細
か
い
部
分
は
や
は
り
人
の
目
と
手

が
必
要
で
す
。
手
を
加
え
る
こ
と
で
状

態
が
良
く
な
る
な
ど
、
素
直
に
反
応
し

て
く
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　
花
を
引
き
立
て
る
葉
物
も
面
白
そ
う

だ
な
と
思
い
、
ユ
ー
カ
リ
や
ミ
モ
ザ
の

栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

種
類
を
増
や
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

竹
原
市
竹
原
町

栽
培
の
要
は

人
の
目
と
手

神
田 

昌
紀 

さ
ん 

（41）

リ

シ

ー

ド

ピ

ー

ス

ナ

ッ

ツ

シ

イ

バ

サ

ン 小
学
校
の
先
生

か
ら
農
家
へ

か
ん

　 

だ

ま
さ

　 

き

売
で
き
る
、
冷
凍
ピ
ザ
や
ス
ー
プ
、
ク
ッ

キ
ー
な
ど
を
商
品
化
し
ま
し
た
。

農
業
と
い
う
種
を
ま
く

　
せ
ら
に
し
小
学
校
の
農
業
体
験
を
受
け
入

れ
、
児
童
と
一
緒
に
サ
ツ
マ
イ
モ
の
植
え
付

け
や
白
ネ
ギ
の
収
穫
作
業
を
行
う
ほ
か
、
食

育
の
授
業
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
「
農
業

経
験
の
な
い
子
ど
も
が
、
自
分
で
育
て
た
野

菜
を
お
い
し
い
と
喜
ん
で
食
べ
て
く
れ
る
。

野
菜
を
作
る
大
変
さ
と
達
成
感
を
感
じ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
野
菜
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
楽
し
ん
で

農
業
を
す
る
自
分
の
姿
を
見
せ
、
子
ど
も

た
ち
が
憧
れ
る
存
在
に
な
り
た
い
と
い
う

森
澤
さ
ん
。
「
小
さ
な
種
を
ま
き
、
子
ど

も
た
ち
の
可
能
性
を
広
げ
ら
れ
た
ら
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

三次市

「野菜の状態を観察することを大事にしています」と森澤さん（右端）と社員ら

「コーヒーの豆にはこだわっています」と
石本さん

手作りの看板が目印の「shiibasan」

「ようやくブライダルでの需要が戻って
きました」と神田さん

シ イ バ サ ン

「大変なこともありますが、農業をやってみてよかった」と
森澤さん

季節の食材が盛りだくさんのデリボックス

地域の話題地域の話題
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①ローマが首都の国
②農業保険でもしもの〇〇に

備える
③Ｈｅ（彼）の読み
④「遠い、遠隔」を意味し、最近

はそうした形での仕事の仕
方も増加

⑥地域の話題で森澤さんが経
営するカフェの名前

⑧電気をオン、オフする
⑨赤道方面から暖かい海水が

流れ込み、海面水温が平年
より高い状態が続くこと。エ
ル〇〇〇〇現象

⑪白と黒の石を盤上に置いて
競う

⑫節分では、年齢の数だけ食
べよう

⑬気になっていらいらするさ
ま。やき〇〇

⑭今年の干支は寅。昨年は

①家に帰る道、〇〇〇を急ぐ
③東海道、山陽新幹線で活躍。

のぞみ・こだまともう一つ
⑤写し。複写すること
⑦ほっぺに食べ物を詰め込む

動物
⑨膝を英語で
⑩刃のついた靴で氷上を滑走
⑪碁盤の目状の格子の目を色

違いに並べた模様
⑮金属や非金属などの固体表

面に金属の薄膜を被覆する
こと 

タテのカギ ヨコのカギ

⑧⑦

⑥

⑪

⑮

⑬

⑯

① ④

⑩

⑭

③

⑫

②

A B C

ク
イ
ズ
の
応
募
に
合
わ
せ
て
た
く
さ
ん
の
お
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
た
よ
り

は
が
き
に
答
え
を
書
い
て

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

おもて うら

732－0052

広
島
市
東
区
光
町

一
丁
目
２
番
23
号

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島

　
　
　
　
ク
イ
ズ
係

●
締
め
切
り（

当
日
の
消
印
有
効
）

2
0
2
2
年

４
月
28
日（
木
）

※

当
選
者
の
発
表
は
、景
品
の
発

送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※

ご
意
見
・
ご
感
想
を
紙
面
で
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※

は
が
き
の
内
容
は
、景
品
の
発

送
と
紙
面
作
り
以
外
の
目
的
に

は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

※

ご
応
募
は
お
一
人
様
１
回
限
り

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・クイズの答え
・郵便番号
・住所
・お名前
・年齢
・電話番号
・広報紙へのご意見
  ご感想など

63
円

か
つ
て
は
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
た
風
景
で
す
が
、
今
は

あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
懐
か
し
い
農
村
風

景
で
す
ね
♪
無
理
を
な
さ
ら
ず
続
け
て
く
だ
さ
い
。

●
我
が
家
の
稲
作
は
は
ぜ
干
し
で
す
。
近
辺
で
は
他
に
あ

り
ま
せ
ん
。
体
力
の
続
く
限
り
、
は
ぜ
干
し
を
や
っ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

福
山
市
駅
家
町
　
Ｔ
さ
ん   

（70）

皆
さ
ん
高
い
志
を
持
っ
て
農
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い

て
、
頼
も
し
い
で
す
ね
！
今
後
も
た
く
さ
ん
の
人
を
紹

介
し
て
い
き
た
い
で
す
。

●
特
集
「
つ
な
が
り
広
が
る
可
能
性
」
も
「
地
域
の
話

題
」
も
若
い
人
が
ほ
と
ん
ど
で
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
背

負
っ
て
い
っ
て
も
ら
え
る
と
思
っ
た
ら
元
気
が
出
ま
す
。

府
中
市
高
木
町
　
Ｔ
さ
ん   

（69）

自
然
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
の

で
、
不
安
で
す
よ
ね
。
収
入
保
険
で
備
え
、
収
入
が

減
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
補
て
ん
に

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

今回のプレゼント

PEAceNUTS Caféの
「茹で落花生・ピザセット」

正解者の中から抽選で
30名様にプレゼント

「地域の話題」で紹介したPEAceNUTS Caféの世
羅産茹で落花生とおすすめピザをお届けします。

（写真はイメージです）

応
募
方
法

※
応
募
い
た
だ
い
た
６
７
６
通
の

は
が
き
の
中
か
ら
厳
正
な
抽
選

を
行
い
、30
名
の
方
に
景
品
を
お

届
け
し
ま
し
た
。

前
回
の
答
え

⑨

●
収
入
保
険
の
加
入
手
続
き
を
と
り
ま
し
た
。
気
候
に
よ

る
被
害
が
毎
年
あ
り
、
何
の
補
償
も
な
く
と
て
も
不
安
で

し
た
。
今
ま
で
保
険
料
を
考
え
て
な
か
な
か
加
入
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
と
て
も
大
切
な
保
険
と
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

  

　
　
　

安
芸
高
田
市
美
土
里
町
　
M
さ
ん   

（60）

⑤

リ
ツ
ト
ウ

ワ フ ク 　 ピ カ ソ
ビ ミ 　 シ 　 ク ツ
サ 　 シ ヤ リ 　 ク
ビ ニ ー ル ハ ウ ス
　 ブ ル ド ツ グ
ア サ 　 ネ 　 イ ツ
タ ク ト 　 ヤ ス ミ

　
６
０
０
羽
の
ニ
ワ
ト
リ
を
平
飼
い
す

る
四
ツ
葉
農
場
を
営
む
横
山
慎
士
さ
ん

が
、
２
０
１
６
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
プ

リ
ン
と
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
の
専
門
店
。

リ
ン
ゴ
や
イ
チ
ゴ
を
使
っ
た
季
節
限
定

の
商
品
な
ど
、
プ
リ
ン
４
種
、
シ
フ
ォ

ン
ケ
ー
キ
５
〜
６
種
類
が
店
頭
に
並
び

ま
す
。

　
卵
の
味
を
感
じ
て
も
ら
お
う
と
香
料

は
使
用
し
ま
せ
ん
。
週
３
日
の
営
業
日

に
は
地
元
の
お
客
さ
ん
も
多
く
「
口
当

た
り
な
め
ら
か
で
お
い
し
い
」
と
好
評

で
す
。
四
ツ
葉

農
場
の
卵
も
購

入
で
き
ま
す
。

自
家
産
卵
を
使
っ
た
菓
子
工
房

に
わ
の
に
わ
と
り

北広島町後有田1299
【TEL】050-5812-3784
【営業時間】11：00～18：00
【営業日】金・土・日曜日
※水・木は予約分受け渡しのみ

にわのにわとり

　
「
ゆ
か
り
®
」
で
お
な
じ
み
の
三
島
食
品
株
式
会
社
が

30
年
前
に
設
立
し
た
楠
苑
。
三
島
食
品
の
歴
史
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
物
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
残

そ
う
と
、
創
業
者
・
三
島
哲
男
氏
の
生
家
が
あ
っ
た
北
広

島
町
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
島
食
品
を
知
っ
て
も
ら
い
、
ふ
り
か
け
に
つ
い
て
学

ぶ
資
料
館
と
し
て
、
地
元
小
学
校
の
社
会
見
学
や
県
内
外

か
ら
老
若
男
女
が
訪
れ
ま
す
。

　
「
全
国
ふ
り
か
け
協
会
」
加
盟
15
社
の
商
品
展
示
の
ほ

か
、
八
角
形
の
趣
あ
る
ホ
ー
ル
や
中
庭
、
入
り
口
の
大
き

な
ク
ス
ノ
キ
も
見
も
の
で
す
。

ＮＯＳＡＩキャラクターの「ノーサイくん」が 、
地 域ならではの見 所などを訪ねて県内を散 策 。

今回は北 広 島 町へ行ってきました。

北広島町 編

ふ
り
か
け
の
起
源
を
学
ぶ

ふ
り
か
け
資
料
館  

楠
苑

北広島町有田3436
【TEL】0826-72-6788
【営業時間】9：00～16：00  
【定休日】月曜日、年末年始
【入館料】無料

ふりかけ資料館  楠苑
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からの歴 史を写
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かつての貴重な資料を展示

く
す
の
き
え
ん

広島菜を使った
新商品「ひろし」
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厚
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NOSAI 広島への
お問い合わせ・ご連絡先

ひろしま
のうさい

安心と信
頼を届けるコミュニケーション紙

〒732-0052 広島市東区光町一丁目２番23号
TEL 082-262-4711　FAX 082-262-5155
URL   https://nosai-hiroshima.or.jp/
E-mail   nosai34@nosai-hiroshima.or.jp

「
大
手
百
貨
店
」
を
か
た
る

詐
欺
電
話
に
注
意
！

　大
手
百
貨
店
の
店
員
を
か
た
る
犯
人
か
ら
被
害

者
の
自
宅
に
電
話
が
あ
り
、

　な
ど
と
言
わ
れ
て
、
被
害
者
宅
を
訪
問
し
た
犯

人
に
暗
証
番
号
を
聞
き
出
さ
れ
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
や
通
帳
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る
詐
欺
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

●
百
貨
店
・
家
電
量
販
店
従
業
員
、
銀
行
職
員
、

警
察
官
、
市
役
所
職
員
な
ど
を
か
た
る
よ
う
な

内
容
の
電
話
は
す
ぐ
に
切
っ
て
、
電
話
が
あ
っ

た
こ
と
を
す
ぐ
に
警
察
へ
通
報
！

●
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
通
帳
は
絶
対
に
渡
さ
な
い
！

●
自
宅
の
電
話
を
防
犯
機
能
付
き
電
話
に
交
換
し

た
り
、
い
つ
も
留
守
番
電
話
に
設
定
す
る
の
も

対
策
の
一
つ
！

※
詳
し
く
は
広
島
県
警
察
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

廿日市市の谷平なごみちゃん（６）〔右から〕、
ほたるちゃん（８）、凪君（５）〔左端〕きょうだ
いと舛岡美桜ちゃん（７）〔左から2番目〕はい
とこ同士。休みの日は公園で元気よく遊びま
す。４人ともスイミングに通っていて、背泳ぎ
やクロールに挑戦中です。

表紙写真紹介

なぎ

み  はる

き
ら
り

府
中
市
上
下
町福

永 
保
登 

さ
ん 

(82)

や
す
　
と

　
損
害
評
価
会
の
支
所
委
員
等
を
15
年

し
て
い
ま
す
。
被
害
の
評
価
を
す
る
か

ら
に
は
、
集
中
し
て
一
生
懸
命
行
う
よ

う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
昔
か
ら
陶
芸
が
趣
味
で
、
食
器
や
タ

ヌ
キ
の
置
き
物
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
焼
き

物
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。
自
宅
に
窯
が

あ
り
、
う
ち
の
食
器
は
全
て
私
の
手
作

り
で
す
。

　
以
前
は
、
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に

陶
芸
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
陶
芸
は

生
き
が
い
で
す
ね
。
仕
事
だ
け
で
な

く
、
趣
味
や
遊
び
を
楽
し
む
こ
と
が
元

気
の
源
で
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

被
害
の
内
容

広
島
県
警
防
犯
情
報

第 号31
2022

ふ
く  

な
が

　
養
豚
場
に
勤
務
し
て
１
年
に
な
り
ま

す
。
小
さ
い
頃
か
ら
動
物
が
大
好
き

で
、
油
木
高
校
の
産
業
ビ
ジ
ネ
ス
科
を

卒
業
後
、
岡
山
県
の
農
業
大
学
校
で
２

年
間
、
畜
産
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
豚
の
飼
育
を
中
心
に
、
堆

肥
作
り
、
畜
舎
の
修
繕
、
子
豚
の
世
話

や
出
荷
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
夏
の
暑
さ
や
冬
の
寒

さ
で
豚
が
病
気
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
衛
生
管
理
に
は
特
に

気
を
付
け
て
い
ま
す
。

吉
岡 

美
鈴 

さ
ん 

（24）

よ
し

　お
か

  

み

　

   

す
ず

福
山
市
内
海
町

●
あ
な
た
名
義
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

　カ
ー
ド
で
買
い
物
が
さ
れ
て
い
る

●
あ
な
た
名
義
で
勝
手
に
カ
ー
ド
が

　作
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

●
個
人
情
報
が
漏
れ
て
お
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

　カ
ー
ド
を
再
発
行
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

　カ
ー
ド
を
取
り
に
行
か
せ
る

特  集 

あ
な
た
に
お
す
す
め
の
引
受
方
式
は
こ
れ
！

〜
水
稲
共
済
の
引
受
方
式
を
解
説
〜
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